














伊藤有紀さんは同じ資格を取ったママ友と一緒に、現役子育てママとし

て、ベビーマッサージ教室「レインボー・ベイビーズ　アンド　キッズ」

を運営しており、実際の教室運営に関して、カリキュラムから料金、参

加者のフォローなど、実践的なノウハウを公開していただき、他の参加

者の関心を集める発表でした。

今回の２例においても、そうでした。しかし、ベビーマッサージに取り組むことで、スタッフとの会話

が増え、笑顔が増え、赤ちゃんへの声かけが多くなり、赤ちゃんへの関わりが積極的になったとのこと

です。

こうした、ベビーマッサージの可能性は、ＮＩＣＵにいる赤ちゃんのお母さんにとって非常に重要であ

ると、鈴木さんは位置づけており、お母さんに対して手作りの「ベビーマッサージ認定証」を渡し、お

母さんを評価してあげることをしているそうです。これは、非常に重要な要素であり、ＡＢＭベビーマッ

サージでも、標準的な取組みとして、お母さんへの認定証の導入を検討したいと思いました。

こうして、基調講演、パネルディスカッション、そして優秀実践者発表会それぞれにおける熱いトークを通して、

「１０年後の子育て環境と、いまできること」というテーマが見えてきたところで、今回のシンポジ
ウムは、幕を閉じました。
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